
　この度、正観寺本堂内陣にご本尊さま（聖観世音菩薩）のご分

身として、「やすらぎ観音さま」を祀ることを発願致しました。

　仏教において「やすらぎ」とは、心に悩み苦しみがなく、嫉

妬、怒り、憎しみなどで心が病んでいない状態です。

　正観寺の観世音菩薩さまは、「慈」「悲」を象徴し、抜苦与楽

（苦しみや悲しみを取り去って、喜びや楽しみを与える）の仏さ

まです。

　この尊い「やすらぎ観音さま」のご守護を頂戴し、日々の安心

の糧にしてみてはいかがでしょうか。

　奉納なさったご本人、ご家族の方々、参拝者の方々が同じくご

守護、激励を受け、心豊かに人生をお過ごし頂ければ幸いです。

（尚、諸々のご供養、ご祈念、お子さまの守り仏としてもご奉納

いただけます。）

　ご仏像は、日本屈指の仏師　牧田秀雲の作を原型とし、全身約

５寸（15cm）の純金メッキで製造されております。台座には皆様

の名前を記載される作りになっておりますので、いつでも安心し

てお参り頂けます。

ばっくよらく

あんじん

かいげん

「やすらぎ観音さま」のご奉納「やすらぎ観音さま」のご奉納

　　　　　一体　参萬伍阡圓（開眼供養  永代奉納  含む）

◎お申し込みの方は、正観寺（℡ 082-282-5662）までご連絡ください。
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煩ぼ
ん
の
う悩
有あ

っ
て
、
よ
く
解げ
だ
つ脱
の
た
め
に
も
っ
て
因い
ん
ね
ん縁
と
な
る
。

実じ
っ
た
い体
を
観か
ん

ず
る
が
故
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

『
秘ひ
ぞ
う
ほ
う
や
く

蔵
宝
鑰
』

　

煩
悩
が
あ
る
た
め
に
、
解
説
（
菩ぼ
だ
い提
の
こ
と
。
苦
悩
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
安
楽
に

生
き
る
生
き
方
）を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
煩
悩
の
本
当
の
姿
を
知
っ
て
、

そ
の
こ
と
が
解
脱
へ
の
原
因
と
助
縁
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
煩
悩
即
菩
提
）
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一い
ち
り
ゅ
う
ま
ん
ば
い

粒
万
倍

　

一
粒
の
籾も
み

を
蒔ま

け
ば
、
や
が
て
一
万
倍
の
実
り
と
な
る
。
と
い
う
こ
と
か
ら
、

わ
ず
か
な
善
行
で
も
、
多
く
の
善
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

暦
に
、「
一
粒
万
倍
日
」
と
い
う
日
が
あ
り
、
そ
の
日
に
良
い
こ
と
を
す
る
と
、

万
倍
に
な
っ
て
良
い
こ
と
が
返
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
〈
一
粒
百
ひ
ゃ
く
ぎ
ょ
う
行
〉
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
粒
の
米
を
作

る
の
で
さ
え
、
百
回
ほ
ど
も
人
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
禅
宗

で
食
事
の
前
に
唱
え
る
「
五ご
か
ん
の
げ

観
偈
」
の
「
一
つ
に
は
功こ
う

の
多た
し
ょ
う少
を
計は
か

り
、
彼か

の

来ら
い
し
ょ処
を
量は
か

る
」（
現
代
語
訳　

こ
の
食
事
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
か
を
考
え
、

自
然
の
恵
み
と
多
く
の
人
々
の
働
き
を
思
い
感
謝
す
る
）
に
通
じ
ま
す
。　

　

一
粒
を
万
倍
の
実
り
に
す
る
に
は
、心
の
土
を
常
に
耕
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
欲
と
願
い

　

皆
様
は
仏
様
を
拝
む
時
、ど
ん
な
気
持
ち
で
手
を
合
わ
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

家
内
安
全
・
交
通
安
全
・
病
気
平
癒
・
商
売
繁
盛
等
々
願
い
事
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
願
い
を
細
か
く
す
れ
ば
、
無
限
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

願
い
は
、
私
達
が
生
き
て
い
く
努
力
目
標
で
す
。
そ
れ
は
明
る
さ
で
あ
り
、
何

よ
り
も
生
き
て
い
く
力
の
源
で
す
。
人
間
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
大
切
な
心
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
心
に
、
欲
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
願
い
に
反
し
て
暗
さ
で
あ
り
、
私
達
の
生
き
る
方
向
を
誤
ら
せ
る
源
で
す
。

　

で
は
そ
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。
願
い
は
自
分
が
正
し
い
努
力
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
周
り
を
よ
く
変
え
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
欲
は
、
自
分
の
努
力
な
し
の
自
分
勝
手
な
頼
み
事
で
あ
り
、
人
の
力
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
出
来
な
い
こ
と
に
対
す
る
幻
想
な
の
で
す
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
始

め
に
あ
げ
た
い
ろ
い
ろ
な
願
い
も
、
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
欲
に
変
わ
る
も
の
も
あ

る
で
し
ょ
う
し
、
心
の
も
ち
か
た
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
欲
に
変
わ
る
も
の
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

お
互
い
欲
で
は
な
く
、
願
い
の
生
活
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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観
音
大
祭
〈
火
渡
り
〉（
Ｈ
30
・
３
・
11
）

柴
燈
護
摩
〈
広
島
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場

一
〇
〇
周
年
法
要
〉
於　

平
和
公
園
原
爆
供
養
塔

（
Ｈ
30
・
10
・
10
）

地
蔵
祭
り〈
法
螺
貝
奉
納
〉（
Ｈ
30
・
８
・
19
）

霊峰石鎚山参拝　総勢19名（H30. 7. １～２）



 

「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂
　
納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　
に
つ
い
て

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
水
子
供
養

　

当
寺
に
相
談
に
来
ら
れ
る
方
々
の
中
に
は
、「
水
子
の
祟
り
が
気
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
方
や
、「
体
調
が
よ
く
な
い
の
は
水
子
が
祟
っ
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
不
安
に
な
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

水
子
供
養
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
は
、
水
子
に
す
ま
な
い
こ
と
を
し
た
と
い

う
罪
の
意
識
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
心
理
に
つ
け
込
ん
で
供
養
を
さ
せ
よ
う

と
す
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
必
ず
「
祟
り
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
事
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
っ
た
く
気
に
さ
れ
な

く
て
大
丈
夫
で
す
。

　
「
祟
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
仏
教
の
経
典
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
祟
り
」
が
あ
る
か
ら
供
養
す
る
と
い
う
の
で
は
、
あ
ま
り
に
も
水
子
が

か
わ
い
そ
う
で
す
。

　

供
養
と
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
冥
福
を
祈
る
も
の
で
、
祟
り
を
鎮
め
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
水
子
供
養
」
と
は
亡
く
な
っ
た
子
の
あ
の
世
で
の
幸
せ
を
願
う
も
の
で
す
。

　

又
、
当
寺
で
ご
供
養
を
し
た
い
、
及
び
境
内
に
水
子
地
蔵
尊
を
作
り
、
安
置
し

た
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
迷 

い

ど
っ
ち
が
い
い
か

ど
っ
ち
に
し
よ
う
か

ま
よ
っ
た
と
き
は

む
り
に
き
め
な
い
ほ
う
が
い
い

ま
よ
っ
て
い
る
ま
ま
の
じ
ぶ
ん
を

み
と
め
た
ら
い
い
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正
観
寺

　手
づ
く
り
市

　三
月
十
日
（
日
）（
十
時
〜
十
五
時
）

◎
当
日
、
全
て
手
づ
く
り
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
）
が
多
々
並
び
ま
す
! !

　是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　火
渡
り
を
し
、
福
餅
を
拾
い
、
ご
利
益
を
授
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
お
昼
は
お
接
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

「
観
音
大
祭
」
の
ご
案
内

観音大祭　手づくり市
（H30. 3. 11）



《
月
例
行
事
予
定
表
》

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　  

［
諸
供
養
・
諸
祈
願
（
護
摩
祈
祷
）・
昼
食
お
接
待
有
］

　
　
◎
毎
月
　
十
八
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　
お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　
二
十
一
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
※
（
二
月
・
三
月
・
八
月
）
除
く

二
、
般
若
心
経
　
写
経
教
室
　
　
　
月
一
回
程
度

　
　
　
　 

平
日
昼
間
　
午
前
十
時
半
～
十
二
時

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
　
月
二
回
程
度

　
　
　
　 

平
日
昼
間
　
午
後
十
三
時
～
十
五
時

　

一
、
四
月
十
四（
日
）～
十
五
日（
月
）　  

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
京
都
巡
拝
』 　

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
七
月
七
日（
日
）～
八
日（
月
）　　

 

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
四
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
七
三
五
―
〇
〇
二
九

　

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 

広
島　

正
観
寺  �

　

○
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

◇
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

◇
バ
ス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正
　
観
　
寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索
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平
成
三
十
一
年
度

　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八三十中

旬
十
七

一
〜
三
十

十
四
〜
十
五

十
八

一
〜
三
十
一

十
八

十
八

七
〜
八

十
八

上
旬

十
五

十
八

中
旬

十
八

一
〜
三
十
一

十
八

一
〜
三
十

十
八

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会

　北
斗
護
摩
祈
祷
）

観
音
大
祭
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

京
都（
三
弘
法
参
り
・
古
寺
名
刹
）巡
拝

観
音
ご
縁
日

十
三
詣
り

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・ 大

柴
燈
護
摩
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

ご
本
尊
供
・
土
砂
加
持
・
手
づ
く
り
市

青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

秋
季
彼
岸
会

永
代
合
同
供
養
祭

霊
峰
石
鎚
山
参
拝

観
音
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

地
蔵
祭
り
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

秋
季
彼
岸
お
参
り

観
音
ご
縁
日
・

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷
・
護
摩
祈
祷

施
餓
鬼
供
養
・
演
奏
会

一二三四五六

七八九十十
一

十
二


